使い方の手びき 




ジでノ乂’たンサークラフ h をお買い上げいただきましてありがとうございます。 

エレク h □ニクス全盛の今、個性豊乃な暮らしと\船の巧足巧求められています。 

創業が巧6日年、5シンー筋のジヤノ乂ガ世界じ誇る\このコンピュータミシンで、 

クラフ h の楽しさと暮らしの彩りをあなたに贈ります。 

"たンサークラフトであなただけの 

クラフ h 作品-ファッションを楽しみましよラ 


•ひらガな’数す’尹ルフでぺッ h からペンギン‘チュー I >ソフじい 
たるまで1術裡類ちの縫い方ガノ巧ルの模樣キーに離れるだけで遠 
ベます。しろ、も選んだ模慷は大き<見やない液晶/巧ルじそのまま 
表示、これは世界で翊めて、ジヤノタの按術ガまんだ新しいせ巧で 
す。 

•一度に31種類もの墳様を連続して記憶させたり\反転させたり、そ 
のうえ模様の拖乂.縮ルお思いのまま。 

丫シかツやノ \ンカチに召前やイニシでルを入れたり、文章をつつ’っ 
たり、ワン爪イン S 模様を装しむのも素敵ですお。 

•おちろん実用纔いちち全です。曽線潜い.かガり縫い乃らボタンホ 
ールまで\ソーインクじ/必要な縫いはすべてコンピュータガ記憶し 
ています。洋裁ガ苦串な人ちこの一台で大丈夫。 

• 面倒な糸調子調整はコンピュータじまかはましょう。 

コンピュータ巧~針•毎に制御して、最適で葵しい縫い吕を獵いあげ 
ます。 

極薄物縫い、ホ糸での縫いお7ニュでんわ、ソ h で 0 K です。 


♦ホタンホールは使用するボタンを巧えのボタン受け台じはさみこむ 
だけ。あとはセンサー巧ボタンホールの長さを計算しなガら\白動 
的じ擔いあげて巧きます。 

厚倒①堇お縫い巧ら薄物まで、コンピユ-…夕制御でらくら<ソーイ 
ンブ。 

•擦作は簡単、電源を入れると直線縫いに自動セツ h されます。 
組み合わせ模様の確認や取り消しが容易にでを針の上下傳針機能 
も選択できるなど、使いやすさは,/ \•ツクンです。 

• 氷平を◎転塞を使巧してあ0、巧ビンブースは不費です。 

ボビンの出し入れガ簡単で、しせち下糸の残量を見な巧ら縫えます。 

•にい作業面はワンタツチでそでつけ、スボンのすその始まなどじ厘 
利なフ IJ ーアームに旱変り。音をとてを静かで、，給巧ち不壁です。 
電源〕 ー ド\コント□—ラー]ードは便測なコードリールす、巧属 
品はをてミシン本体に収總、気輕じしのても酣ソーインク。 

• 全国の安店ではソーインブクラフ h 教皇を闇請しております。 

この5シンで泉散な作虽じ挑戦して<ださい。 













@ 各部の名まえ . 4〜5 



激巧源をつなぎましぶラ . 日 

感ま度の現節になれましよラ . 7 

感照明ランプ . 7 

殺下糸の準備をしましよラ . 8〜11 

蠻上ホの準備をしましよラ . 12 〜 1 日 

@巧に適したホやきナ巧逛ぶ目巧 . 16 

@ない目の美しいコンビュづ糸巧子…17〜18 

@ち擦旌い . 1 り〜孤 

古縫いはじめ . 19 

々纔い方向をなえるじは . 20 

か縫し、おわりのあし磯い . 20 

硬押えのとりガえ .21-22 

@かのと〇ガぇ . 23 

曲針の上下とほつれ！]:め . 24 


みひらガな縫いの側 




(がつこク） 

ホアんフリぺッ h とひら/ ゴな① 
組み合わせ縫いの例 
( MY みれんど） . 
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かスぺースを使った猎し側例 

(1 _ むん） . 31 

ホイニシアん縫いの例 . 32 

女連続模様縫いの例 . 33 

もプ□ブラムするとさじ知って 

おぎたいこと . 糾 

を数字と义ぎの糸を巧る位置 
(ワンポイン h 縫し、） . 35 


ホプ□ブラムするときの 

模が①単位 … . 36 

々フ□ブラム継いを違中で 
やめたとき . 37 


锁アイレット . 52 

藏< け経い（まつ〇链い） . 己3 

蠻ファスナ ーつけ . 54〜57 

骚しつけ . 58 

媒ブーニンク‘（つくろい経し、） . 朗 

啜云つ卷さ裡い . 孤…61 



潑エ ロングータ谜い . 62 

猶 ギャザーよせ . 63 

馈 レースつけ . 目 3 

@スモツキンブ . 64 

额 キルティンブ . 64 

够 スカラツフ . 65 

@2 本針経い . が〜 67 

蟹 コーデ ィンク . 68 

@広巾コーデインブ . 69 


@沒巧の進び方 . 25 

级フ□ブラム経い . 26-37 

をワンポイン h 絡いの例 （ 9 ) . 26 

.か ワンサイクル縫し、の例（梓） . 27 

々数ぎとで字の組み合わせ 

絶いの慨 （1 ねん_2<み） . 28 

なアんフでべ、ソ K 績いの例 

(Yamada ). 29 

も止め縫いを使った模様 
縫いの例（停睁句句） . 29 



0直ながのない目いろいろ .38-40 

绩ジブヴク借い . 41 

@裁ち目巧が0と巧ガ〇経いステツチ…が〜43 

感才一 K ポタンホール . 44〜4目 

辣瞄入り才一 K ポタンホール . が〜が 

级ポタン巧かザり 

(マニュアルポタンホール) .49-50 

@脑入ロポタン巧巧が0 . 51 


@アッフリヶ . 關 

勞/ X ッチワーク . 70 

踏ドロンワーク . 70 

蠻カットワーク . 71 

獲貝おみちガガり(ブランケットステッチ)…71 

@ピンタック . 72 

潑フアゴテインク' . 73 

感節りステッチ . 73 

潑フリンジ健い . "…74 

强糸巧使ったフ U ンジ . 巧 





























































感お経い . 76 

领砂経い . 76 

@ク□スステツチ . 77 

@ほガし縫い . 78 

@ガんめぎ止め谜い . 79 

@相似模様健い . 80 

颂フ□ブラムの確認と訂正 . の〜の 

蠻ししゆラ砕の使いち . 83 

硬横がの形の整え方 . 84 〜祀 

蠻ガまの結な . 服 

觸ガまのみお . 86 

@ガまとをり歯の爲お . 87 

饭ガまの組なて . 87 

领か装のま入れ . 抛 

@巧がのと〇ガ无 . 88 

饭 S シンの調子が悪いときの直し方……89〜91 
魚無華イ寸属品 . 92 


参おとり巧いじついてのお願い 


★よ0巧全のために . 

① S シンを勤乃しているとき、き+ガら目をはなさないよラにま意し、はすみ車、天び 
知、がなどじ手を軸れないで<だ'さい。 

◎つぎのよラなとさは、必ず巧源スイッチを切0、コンわン h 巧ら覃源ブラブを巧い 
て < ださい。 

■便巧後 画ちシンのそばをはなれるとさ 

■部品をつけた0、はすした0するとさ 
■ S シンの手入れをするとぎ 
◎コシ h □—ラーの上じは、物をのせないで<ださい。 

④たこ足配繳ま、危険です巧らやめましょう。 

★ご使用の前に . 

①ほこりク巧などで巧を巧さないよラに\使ろ前に S シンをよ<みいて<ださい。 

◎ミシンのたッ K や、巧ん針を交換するときじは、早見板やこの《使い方の手びき}を見て、 
正し<、確実にわ、ソ I - してくどさい。 

◎ミシンをたッ h した5、実際に縫うおのと同じ巧や糸で試し縫しぶしてみましょう。 

女いつまでをご愛巧いただ<尼めに . 

①この5シンは、をミをの邮聲がありミせ知。 

◎長時間曰化にあてた0、ス h - ブのそだじ置いたりしないで<ださし、。 

這)湿気の多いところはさけて < ださい。 

©落としたり、ぶつけるなど衝撃を弓えないで<ださい。 

参修理、調整についてのごお巧 

巧一不調になつた0、巧障をまじたときは、「5シンの調すガ題いとさの直し方 J (8 目〜91ペー 
ジ）じより点検•調整を污なつて<ださい。それでち調子が悪いときは、お買い上びいただい 
た支店、または近<の支店へご連絡ください。 


♦この5シンは、曰本国内巧に作ろれていますので、外国では使巧でさません。 

(This sewing machine can not be used in foreign country as designed for Japan only.) 
























糸をち内网 


糸切0 

照明ランフ/ 
ホ趣し/^^ 
(14 ページ参照） 


巧えと巧えホルダー 

















キーポード 


デジタルスク IJ - シ 
(お晶表示の） 


みみビしキー と •:) けしキー 

。1あよび81ぺージ替照）幻3ぺージが招） 


反起 S 惊キー(23ページ参照） 

/ 記挖キ-。7ぺ—ジ参照; 


巧な還おキ ー( 巧ページ舊爲） 


ン ピユー タ^ 
巧ぶ\’ネル 
7ぺージ參照） 


コンピュークホ韵す 


ロロ 


,、、知が巧 


口よ若た'し 


ド棋到■韦一 
3ペー?;参照) 



游をなが/直 41 ： ふ 1 . i III i 绍 誰壓 

j 底 J 悟、〜。 111 1 ； * 川ゃ 。 J I j j1llililf)l3llg|| 

a 口^ 4 弓^^ 1 ら〇るれろ 11 ゎをん|「、、。1 「 - ] r が巧 fM^I 龍; i ; l 「§ 皇|] 

PPSS H 圖 H 圖國國圆匯 

□ Q) CT) iLxvifCTfgfg 呵闕 [HGT 


關1 口画 


I 止め。い I □化ぶ ["口もようのなががらコぶこ! 


/ / \ 字かさり巧えキー(32ページ魯お） 

化め糖いモー 思ずホ… 憤が侵さキー(62パージを照） 

がパージ禱。ぺ-ジ璧撇 


マニユでル畏示お- 
け 6 ぺ—ジ @巧） 


JH i » U _ 

\マニュアル表示板 

のい目の巾ぬい目のか^1；だ（がパ_こ;が照） 

日田曰田 一 


猫し1吕のの剖節キー(がべージを P な)- 


《補巧テーブルのはずし方、つけ方》 


-おし但①あらさ諷菌キー(がぺージ參 ㈱ 



〇補助テーブルをひら<と、ル物入れに標準 〇はすすときは、補助テーブルの下側に寺を 〇つけるときは、ペースの巧に福助テーブん 
巧属品ガ収納されています。 巧けて待ちあげます。 ①足をのせて上から軽<押しつけます。 











ます。 
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ホ電源は、一般家庭用 (100 V 如/班 Hz ) です。 

* ミシンを使むないときは、電源プラグやコントレーラーの 
プラグを抜いてください。 











コン h □—ラーは、深 < 踏みこむほど、低速キーを巧すとシブナ, I しガついて、 
速 <なります。 コン h □—ラーの踏みこみが同じで 

ち\ゆつ<りじなります。 



ちう1度キーを押すと、シブナんガ销 
えて、有動セツ S ①速ちじ戻0ます。 


* 巧え上げを勒ブ、コントローラーを踏んで、 
踏みこみと速さの関係になれて<ださい。 


照明ランプの点滅は、スイッチをまわします。 


* 安全のためじランプはとりつけたままじし 
て < ださし、。 

















①角板開放ボタンを巧へすらして角板◎ボビンをとり出します 
をはすします。 







女ポビンにホををさます 



①糸なて棒を軽<おこし、糸の端ガ向こラ側 
じ出るようじして糸こまを入れミす。 

糸こまがえで糸こまをおさえたら、糸なて 
棒をわとじ戻します。 

* 補助糸立て棒を使ラときは、糸こまなら弓1 
き出した糸を◎、貧\③の腸に掛けます。 
(補助糸なて棒のとりつけちは、66ページを 
ごらん <ピちし、。） 

















質糸葉内力/ \一のすきまに糸を通します 


◎糸轰巧 A と糸葉巧己に糸をまむし、糸案巧 
力/ \‘一じ掛けてろじ糸を弓 I ぎおしまち。 























J 

④ボビンの巧に内側方ら糸を通し、 
じさしこみミす。 



糸巻き軸 ◎ボビンを、ボビン押えの方に巧しつけます。 

* 液晶表示おじ II 糸巻ぎ 1] と表示されます。 

* 糸巻き軸の移熟は、脚すミシンを止めてな 
ら行なつて < ださい。 


©糸の端をつまんだまま、コン h □—ラーを 
疆<踏みはじめます。ボビンに糸が兰堇< 
5い莖ぎついたら、いつたん踏みこみを止 
めて糸を切ウます。 

◎コン h □—ラーをみたたび踏みます。巻き 
おわるとボビンの◎區方'' it ま0ます。コン 
h □—ラーの踏みこみを止めてボビンをち 
とじ戻し、糸巻き軸よりはすして、糸を切 
ります。 



















★ボビンを巧まにセツ h します 



①糸の端を矢 E 日万巧じ出し\ガまじ入れます。 ④糸を左測のみぞに掛けるようじ向こラ側に 

◎糸の端を引きなガら、ま前のみぞに掛けま 出します。 

す。 盾)下糸は10饥1<らい引き出して、角板をつけ 

這)糸を引きなガら、左へ移動させ、みぞの外 ます。 

側とばむの間を通して、在側のみぞのとこ 
ろじ出します。 














ぶ、.:心け. V ; ‘に..ぃ.こ；. .:w -...’>. .み; V い.：；パ,..-:.-.•.ミ...:1->. ...:,: 

::ぶ、:，:.•:ぶ; が...:ミ.•が. .化 .I みぶな.’.‘、: Ov ' 

:。.- ぶなぶな •: r ザも A : v . i . ;心:.: • :■だ; •/ ぶ.: V ，こィ; V .；;ん • ;:•’ 

—哉:;妈を韶お 

ミ-.' ，、•.••々又'•: "ンーく；" 

-. .こ-.ん.一.；、い，， .い、.. 



女上糸ち掛けます 



押え上げをあげ、上下惇針キーを2度巧して 
針をあげます。 


◎糸案内 A と糸案内 B じ糸をま〇し、みぞにそつて手前 
じ糸を引含出します。 









































◎糸案巧板の下をまわして、を上に引きあげ 留)天びんに、ちならラしろへミわして左を前 ◎アーム糸案巧じち方ら掛けます 

ます。 じ出し、まつすぐじおろし云す。 ©針棒糸掛けに左ガら捏卜けます。 







ボタン 




①押え上げをさげます。糸通しのつまみを、 ◎ホを、つのの巧こう側に掛けて、をじすべ @ボタンを靜方に、いっぱしほで巧しておを 

止まるまでいつぱいに\引きさげます。 らせます。 はなします。 


ホ針ガ粗ガつてし、ることを確巧めましよラ< 


◎左を前に引きなガら、裏側のみぞに入れ、 
糸の端を手前じたらします。 


* ピンガ針じあたって、ラまく針巧に入って 
い巧ないときは\無理にボタンを巧さない 
で①からやり直してぐださい。 



針は、11〜16番、およびジヤノ乂ブルー針が 
{まえます。 

糸は卵〜100番ガ随えます。 



A 糸通しを使って針に糸を通します 















★下糸を引さあげます 



◎つまみを静なじ巧しあげ、糸の輸を引きあ ①巧え上げをあげます。上糸の端を、たやゆ 

げます。 るめて持ちます。 

◎糸の編を上方に引きあげるよラじして、糸 ◎上下惇針•キーを2度}甲して、がを赫ブます。 

通してならはすし、針巧巧ら糸の端を引き 上糸を陪<引<と、下糸の爾が引き出され 

おします。 まヴ。 

◎上糸と下糸を、押えの下灯ら向こう側じ、 
10抓ほど引き出して、そろえておさます。 














もるつう上糸と下糸は同じ糸を使います。 

* ラすい巧には細い糸と針、厚い巧には太い 
糸と針を使ラのが原則です。 

* 糸調子は I ブ -H じをッ h ちれています。 
ごぐうすい巧を縫ラときじは「うすもの」 


じ含わせて<ださい。 （18 ページ餐照)。 

* 針や糸は、実際に糖う巧の端切れを使って、 
必す試し縫いをして插巧めてみましぶう。 


* ジ-ロノタブルー針は、柄の部分が青色をし 
ています。巧縮性のある巧（ジサージー、 
1-|」コッ h ) や、吕とびしやすいおこ効果 
ガあります。 
























★コンピユータ糸調子 



〇糸調すグイでルを「ブ ー K 」 じ台わせると 
コンピュータ糸調子の戸-可じ綜を①シ 
ブナんガつき、コンピュータガ自動的に糸 
調子を合れせます。 

〇普通總いのときは「スー hj じ合わせます。 

〇それぞれの 《 S シンのセツ hrc 糸調子調節 
の靡囲を示してあるときた、素がや縫い方 
じぶつて糸調子の/ ランスが < すれたと空 
じは、マニュアル糸調す (18 ベ--ジ)をご5 
ん< ださし、。 
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ュアル糸韶子 r ラすちの J ★フニュアル糸調子 女上糸ガ強すぎるとさ ★上糸が弱すぎるとさ 



〇糸調すブイわルを「ラすちの」じ合わせる 〇糸調子グイジルを「〇〜9」じ合わせると 〇糸調子ガ圧し<調整されていないと、縫い呂 

と自動的にうすい巧じ過した糸調子じなり マニユ尹ル糸調すとがり、上ホと下糸のま ガきたな<なり、巧じしむがよつたり、糸バ 

ずす。 じわるに置を宜由に調節でさます。 初〇た0し S す。 


* マニュアル糸調子は\それぞれの《5シン 
のた、 ソ h 》 じその目をを示してかりま-弓。 











* 電源スイ、ソチを入れると、自動的に直線縫 ①糸と巧を壬をで押さえ、はすみ藍を手前に ◎押え上げをさげて、コント-□ーラーを軽< 

いじセツ h されます。 ま打して、縫いはじめの位置じ針をさしま 踏み、ゆつ<り縫いはじめます。 

す。 

* 直線縫いに自熟セツ h ガ完了するまで、は 

すみ車を手でまわさないでください。 * はじめのほつれ止めは、おし絡しホーを巧 

しなガら返し縫いをする巧法と、自動返し 
縫いのついた模様1を使ラ方;去と巧あり 
ます。 （38 ページをごらん<ださい。） 
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★健い方向巧な义るには ★縫いおわ0のおし縫い 



ミシンを止め、上下停がキーを押して針を荷 
じさし、押え上げをあげます。 

針を巧じさしたまま、縫い方向を方えて巧え 
上げをさげ、上下停針キーを巧して針を上位 
置じしておぎます。 


①あし縫いキーを押しなガら◎巧え上げをあげて\巧を向◎糸のりで糸を切ります。 

数針返し縫いをします。 こう刪こ、靜なじ引き出し 

* 模樣1のときは、返し絡ます。 

いキーを1度押すだけで、 

自動的に返し縫いをします。 







★巧元の®いわけ 





C 巧 S 目なだウ巧ネ N たンサー押え E フでスゴー巧え 
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* J スライド巧文と N をンサー巧えは、ル物入れじはいっています。 


★ぶみだしキーにぶる押无表巧 

窠んだ模様で使巧する押えは、 
よみだしキーを押して確認でき 


































曰き 窗提いのとさは . r 3 j 

〇うすまの化邸化な巧紹なのあ 
る巧などで絕しると 
を、すたは、只、ンプ U ブ、力 
ッ^^ワーワなどおいしろ部巧 
ヴ單なウろ亏とだは……「2」または I — 1」 

k _ J 



①上下障針キーを巧して針をあげ、巧え上げ 
をおげます。 


◎巧えホんブーのホ色ボタンを巧して、巧え 
をはすします。 

◎押えのピンを押えホんグーのみぞの真下に 
おいて、巧え上 I ブを誇方におろします。 


《厚い巧を入れる とき》 



评え三げを曽迎じ 
化げたで窗ぶ0.. 
さら C 其<なげる 
と、巧えはちらじ 
あが0ます。 


* N たンサー巧えのつひ方は、マートポタン 
ホーん （44 ページ）をごら/ u < ださし、。 

* ファスナー押えのつけ方は、ファスナつ 
け巧4ぺージ）をごらん<ださい。 


★巧えのとりはずし方、つけ方 


★揮え足ダイヤルの使い方 


為示 71 ク 

广 

















① . Ir 下停釣•キーを巧して針を制不巧え上げ 
をさげます。 


曾電源スイツチを切ります。 


XXX 



◎針止めなじをを前にまわしてゆるめ、針を 
はすします。 

@針の平らな面を向こう側じ向けて、奧いつ 
ばいじピンじあたるまで針止めじさしこみ 
針止めねじをかた< しめます。 


* 全体にまがつてしまつたちのク、針先のつ 
/ぶれたりまがつたりしたおのは、使巧しな 
いで < ださい。 
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★上下停針キー し縫いキー 女とめ縫いキー 



〇電源を入れると、赤いシブナルがつきます。 

C キーを押すと、針巧上に置ガ下位置で止ま 
<0ます。ちラ1度押ヴと\上下位置巧巧0 
かわのます。 

〇 ' l 点なしている状態のとさは、コン 
h □—ラを踏んで縫い枝 D ると、針は上位 
置で it ま0ます。 

〇 n 

〇 M J 爲巧していない状態のときは、コ 
ン h □-ラを踏んで縫い巧わると、針は下 
む置で比まります。 


〇直線総いのとさキーを巧している間は、返 
し縫いをします。 

〇橫様緩いのとぎ運転中に返し纔し\キーを巧 
すと、その場で止め纔いをして白動的に止 
まります。 


〇止め緩いキーを巧すと、数針化め絕いをし 
て、自勒のじとまります。 

〇模様縫いのとぎ運範中に化め纔いキーをホ甲 
すと、模様絡いの完了するところで止め縫 
いをして、自動のに化ま0ます。 

























o 模様選がキーを巧すと、はじめの模様が遺 〇おう1度キーを巧すと、巧の模様が選べま 〇キーを4回巧すと「え」が選べます。 

ベます。 す。沖しつづけると、模様巧達続してせわ 

〇選ばれた模樣は\液晶表示板に示されます。 ります。 〇糸を正しく掛けて、実際に試し總いをして 

ください。 
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★ワンボイン s 結いの例 （^ ) 



み合わせて纔います。 す。 た、ソ h されています。 


* キー①使い方は、それぞれ 
の例をごらぐださし、。 

* ブ□ブラムの確認と討正は、 
81ぺージをごらん < ださい。 


* 寝様の種媛は、祀ページをごらん<ださし、。 

* ししゆう枠を睫えばよりきれいじ化上りま 
す。疲い方は、83ぺージをごらん<ださい。 
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★ワンサイクル縫いの例(: 


松 


ステップ 


ごとめねい 

① tell 

為^^ 

◎ fppi 

ち。、 


0 




1 


〜 I ' 

' い 


Bteii) 


④1^1 


ミお止めか 


9" 


魯 «a 

ノ-ム gg 

◎ ' l^Bl 




〔液晶表就 g ] 


游 


挫い 


止め班い 


を 


止め巡し、 


カー ソん 

(記憤.されたことを示す） 


[W 


カーソル 


《記憶年一の使い方》 《比め鍾いキーの淀い方》 

( \ /- 


( 、 

.ぶ-(記憶 

r ^ 

占^-止めぬい 

V ) 

\ _ / 


模様を遺んでから記憶キーを巧す 
と\キーを押した数だびその模様 
を記憶します。さらじ\他の模様 
を還知で方ら記憶キーを巧すと、 
前の模綠じ続けて、巧に臺んど模 
様を記憶します。 


プ□ブラム縫いなどのはじめやお 
むりに記憶ちせて止め緩いをしま 
す。 


模樣のはじめとあわ0じ、止め縫いを記糕さ 
せて縫います。 

* 模様の種類は、36ぺージをご5扣<だちい。 
































模様を漂んでから反転記憶キーを 
巧すと、選知ピ模様を左ち反がじ 
記憶します。 

文ぞや数字を選んで反転記憶キー 
を巧すと、をち反がではな<、そ 
のままの向きで大きさを約^に縮 
少して記憶します。ひらがな緒い 
などのときじルさい女字としで使 
用します。 

* 記憶 キーと 反転記憶キーを操作 
したとを電子音ガ賴〇ます。電 
子音は、音色を巧えて区別でき 
るようじしています。 


《反お記憶キーの使い方》 



★数字と文字の組み合わせ縫いの例 （ 1む知2 <み) 
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mmam 


女アルファベット縫いの例(丫 AMADA ) 




模様を選知でパら反転記憶キーを巧すと、半 
一を巧した数だけその模様を巧ち反対に記糕 
します 0 
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★ひらがな健いの側 （がつこう) 
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★アルフアベッ h とひらがなの組みさわせ 

経いの側 （ MY _ みれんど） 


ステッフ〕 

◎去- 際顯顏 \-- 

㈱ 圓- 

④* KH -- 

◎ら^ K - • 
爲 

㈱ 圓 - 

@ 采^^ B — 

◎⑩圓 --. 

⑩ミ啡驳斯一 


巧晶表示板 


文をの圈々<をあけます。 


■ |_M Y 


M 丫^ふれ 





















女スペースを使つた縫いの规 （1 ねん） 




^ 1 '。) — 

I 

I 

I 

い司 - 

I 

I 

■ - — 


めい吕のおらさ 



夕字の間力、< を模様じ J であけた 
とき、間か < をかさ < するじは、縫 
し、目のあらさ調節キーを使し、ます。 
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アルファベット、や数字を選ぶと、 
亨化さりかえキーの左剧 
背一碱□じシブ子ルがつき、ブ 
□ック体の又;ぎが麓べます。 

字体きりなえキーを押すと、ろ測 
□ ぶ-、共にシブナルガつぎ、巧 

义きが選べます。 

ちう1度キーを巧すと、またブ〇 
ック化ガ藻べます。 































★連続模樣縫いの 例 _ 

I ステツフ] !あお表巧が] I 健い 





魯来别 一一^-一(5>か^ 


記憶させた模様を、達続してくり返し繼います。 


《取0消しキーの使い方》 




縫いはじめる前に、取り消しキー 
を巧すと、ブ□ブラムのうしろ巧 
ら順に記憶を取り消します。巧し 
てすぐじはなすと1つ\すっと巧 
し続けていると続けて順富に、取 
り裝します。絶いはじめて巧ら取 
りミ貨し キーを 押すと\ブ□ブラム 
がすべて取〇销さむます。 


* ブ□ブラムザすベて取り消され 
ると、 

液證表示•板に --*4 が表示され 
ます。 
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類靜巧憐巧霸熙で?脚欺;巧識常::;雖腳。證巧滞觸巧:巧巧鄉纖货 
满觀絲ぷ端;鶴か鱗をな芽:.がで還お靖禁觀:姆濃^ 

: .'- VV -- U *.：； y "： ^''-：^'-.；： ；：； : ■■- - v " .-1:，ペ ； I ;な:-.:---.;.。 •シー-. W う:-:か■八 が :*: .K ’I た I . ，..ぶ.か..-又-.；!.か > ■ 

皆韓热孩巧帮齡逊:，;:;巧婚が;;辟蠻媒おを鶴お':'’,づ捶なが.;が说 


★フ□ブラムするとまに巧っておさたいこと 

1. 模様は、あむり①止め縫いを含めて31個までの模様を記憶しま 

す。 ]q ^瞧 1 i 

ただし、醒 J J i S i 

n はプ□ブラム記憶できません。 


2 . 模様の長ちキーを使った場含お朽りの止め縫いを含まないで7 
個まで記憶します。 


3. プ□ブラムをはじめるときは、取0ミ肖しキーを巧して\前に入 
つている記憶をあら方じめ消して < ださし、。 

長いブ□ブラムは、ま順を乂亡しておくと誤りガ/ふせげます。 


4. プ□ブラムの途中で、模様をまちがえて選んで記憶させたこと 
じ気ブいたら\取り消しキーを巧すと、その模様だけガ取り消 
されます。 


% 



5. プ□ブラムのおわりじ、止め耀い記憶ちせると、そのあと I こは 
模様の追加はできません。 

6. 組み合わせた模様のおわりじ、止め縫いを記憶するな\ワンポ 
イン h 繼いを記憶すれば、組み合わせた模様を縫つて自動のに 
止めることだできます。コン h □—ラーを踏みなおすと、みた 
たび同じ模様ガ縫えます。 

8. つぎの場合じは、プ□ブラム全部が\取りミ肖されます。 
•電源を切る。 

,•フ□ブラムした模様を縫いはじめて巧ら\遠中でミシンを化 
めて模様選おキーを巧す。 



9. フ□ブラムするとき正し<ない操作をすると警告電子音が鳴つ 
て誤りを知らせて <れます。 


* ブ□プラムの植認と訂正は、81〜のぺージをご5ん<ださい。 
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女数まと文ぎの糸を切る位置（ワンポイン h 縫い) 


はじめとおのりの止め耀いを含んでいる模様を示し、それぞれの模様ガプ□ブラムするときの1 i 己憶単のとなります。 
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★ワンボイン h の模様 


b い 



*〇印をつけたところげ、模横を縫いはじめ 
る位置です。 

ホ文字と数字の不要な縫い目を切るとぎは、 
図のホい線のところを切って < ださし、。 
*义字、数字を纔ラときの上糸は日〇〜1日日番、 
下糸は同色の細い糸(孤〜100番)を使用し 
て < ださし、。 

* 巧縮性の巧には、下に紙をしいて縫つてく 
ださい。 
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★ブ□ブラムするとぎの摸様の単位 



〇る側の赤い模様巧、それぞれの模様をプ□ブラムするとき①1記憶単位となります。 
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* 液晶表示板じは模様の形状を示し、1記憶 
単位で示していまはんのでごま意 < ださし、。 

耀ぃ 
一 X 


(例）液晶表示板 



* 模様 


3!醒誦 i D は、プロプ 


* 上の模様は、化め繼しぶ記憶していません。 
* oE 日をつけたところガ、模谦を縫いはじめ 


ラム縫いガできませ知。 


る位置です。 


*模様^は\かガり纏いをするとき①猶い目 
ですので、模様として使ラと B のぶラじな 
ります。 












★フ□ブラム縫いを途中でやめたとさ 

《フ□ブラムのはじめに戻すには》(巧頭巧出し) 

























/宫がを、 

蝴い) 


(お 


も 


(中） 


(左） 


巧おお示板 


み 




A 


糸疏そタイヤル 




A 基本押え 



E ファスナー巧元 



A 基本巧そ 



A 基本巧元 



A さ本巧え 



電源を入れると、眞線絹い<1=じ宜勁た、り!-ちれまげ。 
抱し>曰のならさは、を屈でみつラをむれる厚し\巧ならラ 
すいなまでに含む凹ておりをす。 

*針ク糸①褲熟 I :こぶつてに..慎お i で絕うとよし、為 
含なあ0ずす。 


ファスナーつけに陡いずな。 


，梅いはじめ乃らな針游クと、目動的におし糖し N をしてけ 
らふつラの攪いに戻り、ほつれじめをします。 

おいおわりのところずでさたら、返し媳いキ ー , ^'1 ?を 
1度绅し、指をはなしてちコン!-□-ラーをおみつ3口 
ると巧かあし媛いをして巧ら白動のに止まります。 


巧菊巧のある強い链い呂なので、袖強礎い I こ陡却です。 


巧ザゆびて电、糸巧切つじ<い、が描な①ある链い呂で 
す。すた、直線がなので絡いしろを剖ることガでさ、二 
h ' J コッ h - などの擬し\台むせに犀ホ! J — C す。 


おし1目のぉらし、兰'歪礎し n ? す。飾り5シンり狗'了風にお 
座えます。 




I 実巧鍾いいろいろ 
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懲! fc 

:......伯中ぶいい I 


.み•.け.；苗!.； 

^Hiii 


★ 縫い吕のおらさをヴ无るとま 


★ 直線縫いのまナ楚ちをガ无るとま 



な 



誦 

iili 

誦繫 

げ:ら借"かて;.1-も 

擊擊 

口國 

化い司の m めい民のかろさ 

白を曰 P 



么 



〇縫い目のあらさ調銷キー [_ 1または [+1 を押すと、縫い目のあらさを巧そる 
ことガできまづ。 

本縫い白のあらさ調節キーまたはを巧すと、自動セ、 vh の数檀ガ表示 
されます。 IrJ を巧すと数値ガ /. いさ<なり、繼い目が細か<なります。【十） 
キーを巧すと、表示される数値が大き<なり、縫い目があら<なります。 

ホ縫し旧のあらさ調節キーを押しつブけると、表示される数値ガ速くガりります。 

ホ返し糖し\の縫し^目のあらさは、0 . 25011上にはなりません。 


〇直線が^の縫ぃ巨、模様扛ふ]111{| 
.!. I は、針落ちをガそることガでき 
ま'す。 

縫い目の巾調節キー し一 ] または \ + J を 
押して、針落ちむ置を乃えます。 
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女きナ板ガイドラインの利巧 


★厚手の巧端の旌いはじめ 


★巧0ホのせまい巧の縫い方 
おぶび h ツフステツチ 



巧端を針板のガイドラインじ含むせて縫いま 
す。 

* 数字は、針落ち左から巧端京でのきよりで 
す。 


数ぎ 

15 

20 

斗/8 

已/8 

6/8 

ぎぶ0 

( an ) 

1.5 

2.0 

1.3 

1.6 

1.9 

) 



巧 


①纔いはじめのに置に針をさし、基本巧えの 
黒をボタンを巧しこみます。 

◎ボタンを押したままで巧え上げをさげます。 
這)； K タンなら手をはなし、纔いはじめます。 



針落ちろで縫います。 






★巧い目の巾巧ガ元るとぎ ★裁ち呂なが0と巧ガ〇縫いステッチ 



と、表示される数值巧乂き<な 
り、縫い目の巧は広<なります。 
* 絡い吕の巾調節キーを巧しつづ 
けると、表をされる数值ガ速< 
巧わります。 

























sipiiii ； 

麵 



^■1 



葫溫置麗ち離を§^!^5^禪織興離黯 ' 


★巧が0経いステッチの胡 



〇巧え外側のピンの横で上糸と下ホガならみ 〇伸縮性のおる巧など地礎し A 線ガひらいてき 

合うよラに糸詞子ブイわルで調整します。 れいじ縫えないときは、括え圧ダイ-りんを 

「1」または「2」じして纔います。 
それでち化緩い線ガひら<ときは、纏し、目 
のあらさを「2.6」じしてくだちし、。 


* 縫い目の巾はなえられません。 
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縫い巨模様 


KU つ， ソ K 巧い 
巧 b 自，:】巧ウ 


巧 


ニット 
ステ I ンす 


ジブびフがぃ 
巧5曰力■ヴご 


巧パ0胤、 
たツ子 


巧バり巧い 
ステソチ 


/ J 7/ り搜い 
スタ、 y - 了- 


<： 


S シンのセ、ツ 


巧晶ま巧お 


\\\ 




ホ翻子ブイ中ル 


I ンビュ ー? 来巧子 


1ザ巧が 




コンビュータホ满子 
3ニニアル 回 


3 バ 




A 含本巧元 


巧 


レ、 


巧 


巧端を巧えのち觸よりやや巧側じし、逸0糸を1 〜- 2本残すよラじして 
禮います。 

ほつ ri やすい巧ク怖縮巧のある巧のほつれ化め、巧端の返り防比などじ 
利巧します。 



A 含本巧无 



m 

C 我ち S かガ〇巧无 



C 裁ち目なガ〇巧え 



G 裁ち吕ガザ〇巧无 



M かが口摄い巧そ 


擬いしろを少しをみにとつて縫い、余分なところを擬い岂の近<でのり 
落とし、片方に烟して仕上げます0巧方り蹈いステッチと同じく、かガ 
こ'链いと化链いパ同時にでさるので、ほつむやすい巧ク、 j 申搞枯のおる 
巧で、摇いしろを割らな<てちいいちのの総い合わせ I こ遺じています。 


裁ち目のほつれ止めとして巧くネリ巧します。 


赃絕いをヴ巧た双ゴ〇推いじ利巧します0またなち目のほつれ止めとし 
てちずえます。 


中、區地のしつ巧りした巧端をがびるときに利用します。 


スー ,I ' i …□、ソク①链し\目じがていて、巧端ガほつ打クすし巧5地の乃がり 
攤いク、穀ち吕ヴゴ>0じ利巧します。 


* C 裁ち目乃がり巧え、 M 力、ザり擔い}甲えを使用するとさは、纔い宜の巾請」節年一を懐わないで<ださい。 
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* ボタンホールの長さは \ 使用するボタンを 
たンサー押えのボタン受けおじはさみこむ 
と自動のに決:ま0ます。 

* ボタンの直径が3抓まで、ボタン巧かガり 
ガできます。 

* ボタン巧巧巧り巾は、シゃツなどのボタン 
巧の巾に自動たッ S ちれていますので、コ 
一 h などの巾のにいボタン巧かガのをする 
ときは、がページをごらん<だ'さし、。 

* 縫ラちのと同じ巧で試し縫いをして、セッ 
h を確なめましぶう。 

* イ申絕性のある巧には、襄じ{申びじ<い脑地 
をはつて < ださし、。 


①上下停針キーを巧して針をあげ括え上げを 
あげます。 

眞つまみおじを外し、たンサー巧えを取りつ 
けます。 

這)上糸を押えの巧ヴろ下に通し、横に引き化 
して下糸とそろえます。 

@縫いはじめの位置に針ををして、巧え上げ 
をさげます。 

* 巧えスライダーと/ \•ネ保持の間じすきまが 
ないことを磕認して < ださい。 


©ボタン受け台を径)方向に引き、ボタンをの 
せて◎方向に戻しはぎみます。 

ホ使用するボタンの厚みガ 0.4 抓!^上ある場 
合にはボタンの直径と厚みを測りその数値 
じスケー j レを合わせるよラじボタン受け台 
をセツ h します。 

(例)直径2洲厚み0.日011のボタンの場含スケ 
-ルを 2.5 cm ( 2 cm +0. 日帥)じセツ h しま 
す。 


王厚み 

I - H 

宣を 




mm 


誦 ^ SB 




原で:盤が V 


画 


■が立仰ぶ芒神 

お.… .巧 r 、こ.;>わ 口-:1 • ぃ’.） • ホ. 巧"。. 1. 

も;:.‘かで V . I ，：/ 


2.5 ct 
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©自動のに比まるまでコン h □—ラーを踏み続けて纔います。 

* 継つていく順廣は、 ® 巧/ V めきとホ側のボタン巧巧ガり縫いをします。 

這)ち側のポタン巧巧がり縫いをします。 

◎巧んぬきと化め縫いをして自動的に比まります。 


◎弓 I き続きスー h ボタンホール縫し^をする場 
合には、記憶キーを巧してコン h □—ラー 
を踏知で < ださい。 

* 媳いのを中でボタンホールのに置などでま 
ちがいじ気ブき、 S シンを止め、巧え上げ 
をおげたときじは、波晶表示おじは、 


『ミ式:;词 1巧表示されませんが 
言己憶キーを巧すと U 疗 ！] が表示-され 

ますのではじめ方ら縫いなあして <ださし、。 
* ボタン巧のひらを方は、如ページをごらん 
<だ'さし、。 




























★縫い吕の巾をガ文るとさ ★縫い吕のあらさを巧无るとさ 



縫い目の巾調節モー I 一 ] または [± j を巧 経い目のあ5さ調節キー b または 

すと自動セツ h されている数值ん5ガ表示ち を巧すと自動セツ K されている数瞳日.4日巧表 

れます。 示されます。 

縫い目の巾を巧えるには、1 —1 または十 I 絡い目のあらさを巧えるには、と J または 

キーを押して 2. 5〜 7.0 の範閒で方えて<ださ 0キーを巧して、 0.2 〜 1.0 の範囲で巧え 

い。 て < どさい。 
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ホ緩い目の巾は、瓶糸に含わせてセツ S しま ①上糸と下糸を横に弓 I さ出しそろえます。 

す。 

◎センサー巧え前部の、ろ側切の込みじ脑糸 
の一方の端をはさみ、板糸を、巧えの下か 
ら後ろに引き、つのに掛けます。 



し@@ 


◎つのじ掛けた晒糸も押えの下を逼して、 
卽部左側の切0込みに、しつ巧0はさみま 
す。 

@が也のしるしに針先を合わせ押え上げをさ 
け A ます。 















©コン h □—ラーを踏み、スー h ボタンホー © を側の脑糸を引いてたるみをな<し、宗分 

ルを縫います。 な脑糸を切ります。 
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* 縫い目の巾クあろさを方えたいときは、 46 
ページをごらん<ださい。 

* 宝ちの縫い目のあらさがそ5わないときは、 
み]ページをごらん < ださい。 


①上糸を押えの巧なら下に通し、横に引き出 
して下糸とそろえます。 

◎縫いはじめの位置に針をさし、巧え上げを 
さけ‘ます。 


◎コン S □—ラーを踐み、必\要な長をだけ縫 
つたらコン h □—-つ一の踏みこみを.止めま 
す。 


* 模様還お年一 D を押すごとに、液 

晶表示板じは 



じ表あされます。 



































@記憶キーを巧します。 


◎記憶 キーを 押します。 


感かんめきの内側にまち針を縫いさして、目 
ほどきで巧巧つた糸を切らないようじのり 
©コン h □—ラーを踏み、なんぬきとち側を ◎コン h □—ラーを踏んで、せんめきと. It め ひらきます。 

絡い、總いはじめの巧置に戻つたら、 S シ 縫いをしをす。針の動きガ自動的に止まつ 

ンを止めます。 たら\コン h □—ラーの踏みこみを止めま 

す。 


* 引き続き、ボタン巧巧ザ0をするときは、 
①〜◎の手順て"行なって < ださい。 




*繼い目の巾は、脑糸に合わせセツ K します。 


①上糸を、押えの巧乃ら下に通し\横に引き 
出して下糸とそろえます。 

◎颗糸①輸を押えの後ろ側じあるつのに掛け\ 
押えの下巧ら手前に、罕巧になるぶうじ引 
きおし、前倒の兰つスじはぎみます。 

◎縫いはじめの位置に針をさし、巧え上げを 
さげます。 


@コン h □—ラーを踏み、ボタン巧なガりを 
順@〜 @(49 〜如ぺージ)と同じように擔い 
ます。 

◎左測の破ホを引いてたるみをな<し、をろ 
な昭糸を切0ます。 
















ベん h 
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伸!縮性のある荷を縫うときは、模様^を ①乃イドを巧り 山 じ含わせ、針ガ巧り山乃ら 
選びます。 はすれないよラに縫い吕のの調節キーで針 

_ をちを調節して磯います。_ 

《巧の}斤口方》 11《ま 十落ちを巧そちいとぎ 多 



〇針落ちがろじ移動します。 〇針落ちガ左に移動します。 


的 




















★ファスナー巧元のつけ巧 ★準備 



①巧えの後ろのピンをホルブーのをろのみぞ ①巧を中表に合むせて\あき止まり 

じ掛けます。 まで地獵いをします。 


◎指で軽くささえなヴろ、静なじ巧え上げを ◎あき部分は、しつけをします。 

さげます。 

* むしの左側を纔ラときは、ピンのちじ、む 
しのち偵!)を纔ラときは、ピンのをじ、ホル 
ブーのみぞを合れせてファスナー押えをと 
りつけます。 




★縫いち 




議讓 


◎ 



◎上の巧の縫いしろを、縫い目の線で巧り返 
します。 

④下①巧の縫いしろは、縫い呂の線せら 
0.2 〜0.3011出して\下に折り返します。 
◎ファスナーのむし®を、巧り山®じそわせ 
て、巧をファスナーの台巧じのせます。 
獄甲えのピンのちを押えホんブーにとりつけ 
ます。 

縫いはじめの位置に針をさし、巧え上げを 
さげて繼います。 


@押えがスライブーにあたる手前で、ミシン 
を止めます。 

資)上下停針キーを押して針をさげ、巧え上げ 
をあげます。スライダーを巧えの向ころ側 
じすらし\巧え上げををげて残りを縫いま 
す。 

這)針をあげ、スライダーをとじ、巧をひ5い 
て、表じします。 







★コンシールファスナーつけ 



⑩押えのピンのをを押えホルブ…じつけ方え、 
巧の上巧ら巧えの裏のみぞにファスナーの 
むしをあてて絡います。 

⑩悼えがスライダーじあたるま前で5シンを 
止めます。 

⑩上下停針キーを巧して針を巧じさし、巧る 
上げをあげて、しつけ糸をほどきます。 

⑩針をあげ、スライタ’一を押えの向こう側じ 
すらし、巧え上げをさげて残りを縫います。 



さし、。 

* むしのを側とち側をうときは、ピンの中 
巧に、ファスナーの台巧の左側を縫ラとぎ 
はピンのろ、台巧のろ側を猶ラときはピン 
の左にとりつけて < ださし、。 

①巧を巧表に合わせて、あき止まりまで地絕 
いをします。 

◎おき部分は、地礎い線（でぎあがりの印！） 
方ら、日.3帥内側じ「しつけ」をします。 



















這)上のホの纔いしろを、縫い吕の線で身頃測 
へ巧り返します。 

角)フでスナーをひらし''て、ちのむし®を、キ斤 
り山®におてておきます。 

◎押えのピンの中央を押えホルブーじとりつ 
口、ちのむしを立てて押えの左のみぞに入 
の、針がむしのきわを髓ラよラに、押えを 
ややちじよせて巧え上げをさげます。 

◎むしをあこしなガら、あき比まりまで総い 
ます。 

◎巧え上 I ブをおげて、スライタ''一をとじます。 

◎巧えのピンのちを巧えホ;しブーじつけ巧え、 
ファスナーの下の身頃をち側に巧り返して、 


を側の台巧の端を縫いしろじ、比め金方ら 
2〜3別!のところまで絡いつけま司-。 

詹)巧えのビンのをを巧えホルダーじつけかえ、 
スライブーの下の身頃をを側に巧り返レて、 
ち側の台巧の端を縫いしろじ、止め金巧5 
2〜3 cm のところまで縫いつけます。 

⑩巧えのピンの圧!巧を巧えホルダーじつじな 
え、しつけをほどき、スライダ'一の下の身 
頃をろ側に巧り返して、スライダ…を止め 
金までいつばいじひらきます。 

⑩左のむしをおこして巧えの石のみぞに入でし 
針びむしのきわを纔うように巧えをなクを 
じよたて巧え上げをさげます。 


⑩むしをあこしなガら、あ着化まりまで緒い 
ます。 


日7 






《 S シン①它ツ K > 


巧贾表示板 


模様 


.黑臂 


ホ禍ずブイ サルぶィ .5 

巧え iMm 


3 


ドロツフつまみ 


A を本巧无 


が 



11空 


巧无圧タイヤ J レ 



①上糸と下糸を、向こう疆こ引いて、巧え上 
げをさげます。 

◎巧を前後にピンと張つて、縫いはじめます。 
這)コン h □—ラーをいつぱいに踏みこみ、1 
針あ重って針が止まったら、つま先をあげま 


径)纔い目をつまんで'、巧を向こう偵！]へ引き、 
さ5じ曾〜◎の手順ぞくりあします。 

這}縫いお朽つたら、糸と巧を指で押ちえて、 
向こう側じ引さ出し、糸を切ります。 


ホ S シンの針目ガ残ると困るような巧は、さ 
けて <だ'さし、。 

糸はジ•りノゾ S シン直営支店で販売してい 
るミシン専用の「しつけ糸」を使巧して< 
ださし、。 

* 送り歯巧上っているが態でしつけ模様を獲 
んだとき液壺表示板に [ pi ： _ ォクリバヲリ^ j 

のタツ セージ ガでます。 


す。 

《ド □ツブつまみの使い方》 



* 縫いあわった5、巧え匹ブイわルを「3」、 
ド□ップつまみを ta = i じ戾しておきま 
す。 


郎 


本通常はをり歯をあげる位置迴二:!じセツ h しておきます。 



























瞧撫ゴ 效繊論 鶴藻 







①上糸を、巧えの巧なら下に通し、横に引き 
おして下糸とそろそます。 

◎押えの下に巧を入れ、繼いはじめの泣置に 
針をさし、巧え上げをちげます。 



* はじめ方ら縫いなおすときは、模樣11 
を選びなおして < ださい。 

* ダーニングの縫いはじめ（を側）と、縫い 
おむ)0 (ろ側）の高さガそろわないときは、 
奶ぺージぞご5ん<ださい。 

* 縫い目のあらちか縫い目ののは、なえろれ 
ません。 


魯最初じ拟要な長さまで縫い、返し縫いキー 
を巧して、針び自動的じ止まるミでコン 
□ーラーを踏み統けずす。 

③巧①向きをかえて①〜◎の手順を < り返し 
ます。 

<ダーニンブの記憶》 

涌修する巾巧にぐて、<り返し同じ長さのブ 
一ニンブをするときは、◎の手順のおとじ記 
憶キーを巧し哀す。押え上げをあげて巧を左 
じすらし、縫い叔 D つた位置に針をさして巧 
え上げをさげ、みたたび縫います。 
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★直線 = つ巻さ縫い 



女ジクザブ云つ巻ぎ経い 



①巧端の長ちが] 6別1を、約 0.3 則!の巾で2度巧 
りまげます。 

◎縫いはじめの部をじ針をさし、巧え上げを 
さ I ブます。 

資)上糸と下糸をそろえて向こラ側に引きなガ 
ら、巧端と押えの乃'イドを合わせて1〜2 
cm 縫います。 

*巧0目のつさじ<い巧は、又イ□ンで巧り 
呂をつけてお <と，縫いやす <なります。 

* 縫い方は、直線兰つ巻き縫い、ジブザグ兰 
つ塞き縫いとを同じです。 


@上下厚舒キーを押して針をちし、巧え上げ 
をあげて巧りまげた巧の部ろを、押えのう 
すの中に巻きこみます。 





★巧端のしまつ 



©押え上げをさげ、巧端を立てて、引ぎぎみ S つ巻き膽い①重なる部分は、巧端を切り落 

じ持ち励ブなガら猶います。 として巧り合むせ、厚みをうすくします。 










《 S シンのセツ h > 
巧无 


画 


A »本押ま 

または 


F サテン巧え 


★エロ ン グータ 縫いの例 


ステツフ 


巧是お巧巧 


m 


—3 回巧す- 


-た- も りめなゲ j | 


•一 押勾 - 2回}甲す'"‘ 


——6 巨!}甲すと戻0茂巧— 

I 

I 

-3 ◎拇す-4回押す-5 ◎拇す 

I ] —I 

回 岡 凹 


回回 

めい吕の巾めい目の巾めい目のの巧い曰の巾めい曰の巧 


ない 


% 


《沒い S のホをガ文るとぎ》* 


境巧の夏さの坂示 I 

画 L _] 

巧おえてがい吕の 

ぶい马ぶのみし巫ご•ろ 

巾ガのされます 。I 

圆因曰山 J 


I 摇い有の巧らさ 
1ちなえらむます。 


侵 


去損破の長ち巧ちう> 一度 
確盈したいとさは、疫橄 
の巧ちキーを再度巧しま 
す。 


〇模様の長さキーを使って、模樣の長さを1 
〜目倍に変えられます。 

〇模様は )mMm が使えま 
す。 


ステップ I [jS 巧板 I I 链い 


① 


◎ 


画- 

节 來、 j 巧た板、 


、こ もいのなが引 

sm 一;- 


四 


◎み ® B —— 

共がのながさ I 
@ —-; 




に2| 


魯お馨^—— し- 



0鶴い目ののまたは纏い曰のあらさを変えると、模 
様はさらに変化します。 

* エ□ング•-夕縫いは7個の模様まで記憶します。 


■廠用縫いいろいろ 
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① 0.5 〜0.7011の間巧くで 2 本平行に縫います。 
◎巧を蜡くつまみ、上糸はそのままじして、 

下糸を両側から引き、平卸こひだをよせま 
す。 



ホ 模様は 、I 1 〇 ^ I 

《養葦げ座えます。 

①巧躺を裏側に、レースの蹄を表測に巧り返 
して、巧り辰した部分のふちを、突き合わ 
せます。 

◎巧の表なら突き合わせ線を中/むじして縫い 
ます。 
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辛ルター 
一！！: め： Q じ 

宇キルが 


媛い目の 




* 模様は赛冥《養参が使ぇます。 

①糸詞子ダイジルを1〜3じして\縫い目の 
あらさ 0.3 〜 0,4 cm の直線を、1 cm の間か< 
で数あ縫います。 

◎上糸と下糸を巧の片側で結び、反対側巧ら 
下糸を引いて、ひだをぶせ、上糸と下糸を 
結びます。 

這)直線縫いの糸と糸の間じ模様纏いをしてか 
ら、直線縫いの糸を抜きとります。 


キルター止めねじをゆるめて、キルター（棒 
をお）を、とりつけ巧に入れ、総い曰の間な 
<じ台わせて、止めなじをしめます。 

ホキルターは、前に縫った纔い呂をたどるの 
じをいます。 




















①巧を中表に巧り \ その端を縫います。 
◎緩い目にそつて\〇.3別1< らい縫いしろを残 
して斑りとり、縫いしろじ巧りこみを入れ 
ます。 

魯巧を表に返して、スカラップの山を表に出 
し、アイ□ンで吐あげます。 



①巧を表なら、巧端を IClK らい残して縫い 
ます。 

◎糸をのらないようじ、外側の巧をのり落と 
します。 

* 巧はおしません。 


《链い目のあらさ围应キーのお巧で力‘ねる沒い目のを化} 
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◎糸窠内板の下をまむして、左上に引ぎあげ 
ます。 

径)天び/ " U じち巧らうしろへまわしてホ手前に 
出し、まつすぐ下におろします。 


這)アーム糸案闪じちから掛けます。 

◎金 t 棒糸掛けじ左ち I こ分けて掛けます。 

◎ 2本針に壬ちじ分けて糸を通します。 

* 糸逸しは使えませ如ので、針のき前巧ら巧 
こラ側に、手で糸を通してぐださし、。 






mmmm 鑛 msmm 繼懸 

3 本ひ电のとき 


1 本ひをのとぎ 



①ひちを、押えのば柏の卜じ<ぐらせ、みぞ ホ1本ひおのときは、巧えの中央のみぞを使 
じ通しまな。 います。 

◎同こラ側に 10 cni < らい引ぎ出し、押えのス 
|>ソ h かろ押えの下を<ぐらせ、押えの襄 
のみぞに入れます。 

◎ 3 本のひもを平巧にそろえて、縫い目がひ 
もじまたがるようじ絕います。 








巧义①下に 0.5 〜 0 . 6011 のコードやブレードな 
どを入れて纔います。 

ホコードやブレードの縫いはじめの部分を同 
をの糸で巧に止めておくと、抜け落ちるの 
ガ化げます。 



开ップ U ケ巧を糊ブけする好、しつけで比め 
ます。アップ U ケ巧は、針のをじ < るよラじし 
て、みちを經います。 

* 急角度のところで向きを力、えるときに、上 
下僖針キーを巧して針を下位置じし、針を 
ア 、ソプリ ケ巧の外阅じちしたままでかえる 
と\きれいに仕上がります。 

* 縫いおわったら、押え狂:ダイでルを1—3」 
じ戻しま弓。 
















* 模様はミ赛驾^11ガ使元ます。 

巧を中表に合わせ、地縫いをして、縫いし 
ろを割ります。 - 

巧の表から、化縫いの線を中化りこして縫い 
ます。 



霉 


* 模様 M !ミが使えます。 

①ド□ンワ-クする船のむきの織りみを 
1〜2本抜きとります。 

◎織り糸を抜いた左側を絕います。 じ巧虎啤が1^ _ 

魯ち測を縫います。 


* 模様^は、反転記憶キーを巧してち側を 
繪います。 

④ド□ンワークする部分の織り糸を部を巧き 
と0ます。 

* 縫いおわつたら、巧え圧ダイわル 「3 j I こ 
戻します。 



































( A ) 巧の表なら図裏のみちを力、ガり \ ながった 
糸を切5ないよラに中を切0あさます。 


胺)巧①裹じ、図裏の内側にはみ出さないよう 
じ、蝴をつけ、チュールをはりつけます。 
巧の表な5模様のみちを巧が*0、かがった 
糸と巧の下のチュー;レを切らないぶラに、 
巧を切0抜ぎます。 

ホ纔いお打つたら、巧え圧ブイがしを 「3 j 
じ戻します。 



①巧の表なろ、巧端を1 Gm <5 い残して縫い 
ます。 

◎糸をのらないようじ、巧端を站りおとしま 
す。 



























①巧の巧り山をガイ h じ当てて總い◎アイ□ンで山を片側に脚します。 
ます。 
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* 模様を^ヴ使そます。 

①布端と巧端の闇乃 < を 0.3 〜 0.4 別 I あけて、 
襄じあて紙をします。 

◎巧の表巧ら、簡巧くの中央を中むじして纔 
います。 

資)おて紙をとります。 


縫い目が引きなつぶラなホを選んで、•巿の 
表巧らミシンを巧けます0 
* 縫いはじめと、縫いの巧向を巧えるときは、 
つぎの針落ちの位置を^^<植だめて < ださ 
い。 
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2 本抜きとります。 


◎鐵り糸を抜いた上を\総います。 

魯ツ U ンジする部分の織り糸を部を抜き、/ ふ 
さを化ります。 


74 










《 S シンのわッ ( A ) 
巧晶巧示板 

m 


0~1 


-夕ろだ 4 

回 


糸巧子タイヤル nggsfe^n 巧〔但のぁら 

巧え faSS 7.9^1 空巾さ*^新 


A 基本押无 






または F サテン押え 


めい曰の m ぬい曰のあらさ 

圈國圏鹽 



* 《ミシンのセツ h 》 旧）のと到ん糸調すブ ① ( A ) じセツ h して纔います。 

イ A フルを「ブー S 」 じ合わせます。 み上糸が、巧の襄じほぼを部出るるよラに上 

糸調子を弱 < して < ださい。 

◎(巨)じセ、ソトして①の纔い目のち端を、= 
望縫いします。 

這)①で繪つた下糸を、引き抜きます。 

@太い針れ、目ほどきの背で、上糸を巧の表 
じ引きあげ、アイ□ンで吐上げま习。 
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國案の編な < をはつ きりさせたいときなどに 
使います。 


図案にそつて輸巧 < を，縫います。 

* 急な力ーブを總ラときは\ゆつ<り倦いま 
す。 

求縫いあわつたら巧え圧ブイわルを「3 J じ戻 
します。 
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図案のかを縫いつぶすのじ使いま弓。出来お 
がりの感じガ、砂をまいたようじ見えます。 


* 角やせまい場所は、縫い吕の巾をルさ<し 
て縫います。 

* 縫いおわったら押え圧ブイたんを「3」じ戻 
しをす。 




























刺しゆうじよ < 使われるク □ススす、 ソチが で 
きます 0 

*纔い目の巧調節キーで罰整すると、 ステ、ソ 
チの大ぎさが巧えられます。 


ヴ 






《=シンのたット多 

《 S シンのむット》 

巧晶巧巧ぉ卜"'1"|||" '1 T 

ぉ晶まを板1 III ! '帆か 

ぉ巧 Hill 

がな 1 圍 III 

「2 J までは「し 

W ぇ^戀 

F サテン巧无 巧え圧タイヤル 

「？ 1 または「し 

W ぇ薫 \德 

F サテン巧え 巧え圧ブイヤル 




も給い目のあらちや巾を変えると、変化した 図案のふちどりク繼いつぶしなどじ利巧で 

ぼなし絡い巧でさます。 きます。 

* 別売りの丸型ししゆう枠とししゆう巧えを 図案にそつて縮います C 

使ラと\よりきれいじ吐上がります。 * 総いおわったら、巧え圧ブイわんを「3」じ 

戻します。 
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を押して、針が自動的じじまるまでコン S 
〇— う 一を踏み続けます。 


きは、①の手順のあとじ記憶を一を押して 
なら縫います。 




〇縫い目の巾\纔い目のあらきを力、えたいと 
きは\縫い目の巾調節キーや縫い目のあら 
さ調節キーで調節して< ださい。 
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* 模様は 資贷襄勺*參〇良をがまる 

京す。 


模様 ^をは、 A 薑本巧えでち縫えま 
す。 







《ぶみだしキーの淀い巧 > 



〇プ□ブラムした内容を湿認 
した0訂正したりするとぎ 
などに使います。 

よみだしキーを巧すと、プ 
□ブラムちれた最初の模様 
ヴ寐晶表示板に表示されま 
す。 

記憶 キーを 巧すと、 カー ソ 
ルガちじ、反転記擦キーを 
巧すと、をに移動します。 



1、 プ□ブラムの確認ク訂正は、纔ラ前はおちろん、繼つたあとでちできまヴ。 

2、 プ□ブラムの訂正捷中で、同じ模様を続けて追加するとぎは、1個記憶させ 
るたびじ模様を選び直します。 

3、 プ□ブラムのはじめじ止め縫いの追加はでをません。 
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フロブラム内容の追加 n 


















































〈利巧例 > 


f ^ 

マー 9 

濟68 a . 鷄齡 

が'-:'.ドがすむ巧也が,. V —)を'';;:;..ご' 

纖 SI 辩鶴鑽を:雜磯聲 • 
•''''准鄭ぞ蹤紹巧靖记た’ 

ド、 を ミ; 於がなミぞぶな巧;-去が-が •ご:: 好か-:;:お •ぶ、 

纖鑛難 
Hiiiis 霧霉 

laiitiiii 

巧'苗が说潍增推;瑚 

嘆？織が 3 

鱗が縱鱗這鞍縱凝;典が 部 

Hiiliiiii 

诵 imi 

齡 

mmmm 

mmmmm 

列•が 

絕いはじめ \ 

おい殺 

巧のお 

巧 

V _ J 

b _ 

U J 

、這)!る 

し _ J 


ししゆう枠は巧枠と外枠巧らできています。 
ペンギンやす)じ、ちぶうちよラなどのワンポ 
イン h ししゆラ、でんファべツ K のイニシア 
J レししゆラをうすい巧じさす場合に、ししゆ 
ラ梓を用いると繪いあがりのきれいなししゅ 
ラガでさます。 


のししゆラ位置を、あろなじめ巧に、化で消 
えるチヤコでしるしをつけます。 

* 他のホに試し縫いをしてそれぞれの模银ク 
义ぎを組み合わせた時の縫し ) あガ〇の長さ 
を覚えておきましよう。 

◎巧の表を上に向けて、外枠に力、ぶせます。 
縫い方向が枠に平行(こなるよラに巧目を藝 
るます。 


◎巧のしるしと\ししゆラ枠の内枠のマーク 
を合わせながら、内枠を巧の上乃ら外枠に 
巧し入れ、巧を張ります。 

* 縫いはじめと纔しがちガ内枠のマークと合つ 
ていないとさは、ちう一度巧吕を整えて巧 
枠をはめ直して < ださし、。 

④押え①中拟を縫い線に合わせ、針をはじめ 
のしるしじさし、巧え上げをさげて纏いは 
じめます。 

* ししゆう枠ガ巧えの下にはいりじくいとき 
は、巧え上げを曾通じあげたの置より、ち 
らじ高 < あげて < ださし、。 














巧の種類、枚数、縫いの速さなどじよつては、 
模様のお巧<すれる揚合巧あります。実際に 
縫うときと同じを件で試し縫いをしなガら、 
送り調節打じでつぎのぶラじして調節して< 
ださい。 



* 標準指示7…ソと指示線ガー致するに置が、 
模様を圧し<縫える目安の位置です。 


★ポタン巧ガが〇 (7 ニユアルポタンホール）の 
左ちの链い巨のそろ义方 

7|くタン巧方ガ〇の左ちの纔い吕のあらさヴそ 
ろわないときは、下の方まで調節します。 

ホボタン巧力、がりは J スライド巧え対をいま 
す。 




ちちのあろをヴそろラ 



ち0調節〇じ 
を 「+ J 巧方向 
じまむ句。 
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★夕ーニンクのおの整え方 

ダーニンブ①絡いはじめ(巧則)と纔いおわり 
(ち側)のた对さがそろわないときじは、下の 
方法で詞節します。 


女スー/ \’一模様の形の整无方 

スーパー慎様のお方神びたり、つまつたりし 
て整わないときは、下の方まで調節しずす。 


女文字-数字のおの整元方 

文き.数字のおが壁れないときは、下の方ま 
で調節します。 



を侧ヴひ < いとき をむのた方さガそろラ。 模様ガつまつているとき 形ヴ愁ラ。 文す.数きガっまっているときぉガ猩う。 



巧剧巧ひぐいとち 左ちのたなさがそろう。 巧なガ巧 U ているとき 巧$ガ超う。 夕ま.がすガ f 串びているとさ ぉガをろ。 



孤 




使用をは、ゆぎとどいたま入れをして、5シンをいつも調子よ<お使い<ださし、。 

* 手入れのときじは、上下停針キーを押してがをあげてなら、必す電源スイッチを切り、コンセン h 乃ら電源ブラブを抜いてください, 
* 手入れのときじは、説明されている個所が外は分解しないで<だをい。 

ホこの S シシは、ま莊の贼要巧ありませ知。 



★ガまの痛除 ★ガまのみお 



糸<すや、ほこりガつ<と、不調や故障の原因となりますので、 ①針と巧えをはヴします。 

いつもきれいじして巧きましぶラ。 曾が板しめねじをはすし、封板をはすします。 

①角板開放ボタンをちじすらして角板をはすします。 魯ボビンをとり出します。 

◎ボビンをとり出し糸<すや、居こりを、ブラシで掃除します。 @内がまの手前を上に引きな巧らはすします。 

* ブラシで撮除しじ<い乾いた糸<すやほこりは、電気掃除機な 
どで吸いとつて < ださい。 

魯ボビンを入れます。 

@角板の凸部を針板じさしこみ、上方ろ押して角板をとりつけます。 
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①をり歯のごみを、ブラシで手前に落とし、 
をらじみガまを掃除します。 

◎外ガまの中央部を巧切れで輕<みきます。 
◎巧ヴまを、ブラシで掃除しホ切れで軽<み 
ぎます。 


①巧がまをさしこみます。 

◎巧がまの凸部を回転化めの左側におさめま 
弓-。 

◎ボビンを入れます。 

@2か所の針板ガイドピンにが板力''イドの巧 
を合わせて、しめねじをしめます。 

* 手入れガおむつたら、忘れすじ針と押えを 
つけてぐださい。 


















★か装の手入れ ★巧 球のと〇巧无 



ほこりやななどのミちれは、水をつけすじ、 
乾いたやむら力、い巧でみきとります。ポー 
タブんクースは、中性洗剤などで軽<みき 
と0ます。 

* シンナー、ペンジン、みガさ粉は絶巧にイを 
巧しないで < ださし、。 


はすすとき……左にま,行します。 

つけるとき……ちじまむします。 

* 電球(照明巧10日 V -12 W ) はジゃノ乂 S シン 
直営支店でおホめ <ださい。 

* 雲がをと*0丹えるとさは電源プラブを抜し、 
て < ださし、。 
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爾子ガおい場合 

その巧因 

直し方 

音ガ高い。 

①なまの部巧じ、糸<ヴガ巻きこまれている。 

孤、87ページ参照 

◎送り歯じ、ごみがたまっている。 

8目、87ページ參照 


①と糸の掛け方がまち巧っていたり、糸ヴ齡要外のところに巧らみついている。 

化13ベージ参照 


©上糸調子が強すぎる。 

18ページ魯照 


這)針ヴまヴっていたり、針先ガつぶれている。 

23ページ参照 

上ホガのれる。 

@針のつけ方が宗ちがっている。 

23ページ参照 


◎纔いはじめ1こ、上糸-下糸を巧えの下においていない。 

巧ぺージ參照 


©縫いおむったとき、巧を向こラ側に引いていなし、。 

如ページ参照 


◎針に<らベて、糸ザ太すぎる巧、細すぎる。 

化ページ签照 


①巧ヴまじ下糸の通し方ガ、まちガっている。 

11ページ参照 

下ホザ切れる。 

◎内ヴま①中に、ごみ巧たまっている。 

86、87ぺージ参照 


資ボビンにきすがあり、回転がなめらなでない。 

ボビンを交換する。 


①針のつけ方ガまちヴっている。 

23ページ參照 


◎針ガま巧っていたり\ ft 先がつぶれている。 

のべージ参照 

かががれる。 

◎針止めむじのしめつけが、ゆる知でいる。 

23ページ参照 

径)上糸調すガ、特じ強すぎる。 

18ページ参照 


資纔いおわったとき、巧を向こう側じ引いていなし、。 

20ページ参照 


資巧に<5ベて、針ザ細すぎる。 

1 G ページ参照 


①調節つまみのに置がぶ<ない。 

4ページ参照 

お品表巧ガ見に < い。 


(ミ疫晶表示板調整つま 

し… 


みをま打す。） 
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' 調子ガ悪い場合 

その原因 

直し方 ^ 


①針①つけ方がまちがつている。 

23ページ参照 


©針ガまがつていたり、針ホびつぶれている。 

巧ページ参照 


這)巧に巧して、針と糸ガ合つていない。 

化パ…ジ参照 


©巧縮性のある巧や目とびのしクすいな地などのとき、ブ;1レー針を巧つていない。 

16ぺ~ジ参照 

健い目ガとぶ。 

◎上糸の掛け方ガまちガつている。 

12、13ぺづ参照 

◎押え圧ガ弱い。 

のページ参照 


◎しつけのとき、巧をびんと張つていがい。 

郎ページ参照 


◎品質の蔥い針を使巧している。 

針を交換する。 


①上糸調子ガ合つてし^ない。 

18ページ参照 


曾上糸下糸の掛け方ヴまちガつていたり、糸ガ脚堅)^外の部ろじ乃らみついている。 

11 s 12 s 13ページ参照 


這)巧に <らベてがガ太すぎる。 

16ページ参照 

縫い目ザしわになる。 

经)巧にくらべて緩い目巧あらすぎる。 

縫い目を細せ < する。 


©巧え圧ガをっていだい。 

* 特にうすい巧を縫ラときは、下側に紙をあてて縫つて<ださし、。 

のページ参照 

谜いずれガちこる。 

①押え圧ガ合っていなし、。 

巧ページ参照 


①送り歯に糸<すガたまつている。 

郎、87ページ参照 


◎押え圧巧弱い。 

22ぺージ参照 

巧を0ガラま<い巧な 

魯縫い吕ヴ細巧すぎる。 

纔い目をあら<する。_ 

い。 

经)縫いはじめじ、巧ザなられない。 

40ページ參照 


這)送0歯ガあガっていない。 . 

閒ぺージ参照 

ノ 



90 











湿子が悪い湯合 

その原因 

直し方 

播い目に輪ガでぎる。 

①上糸調子が、弱すぎる。 

◎糸に<らベて、針ガ太すぎる双、細すぎる。 

18ページ参照 
化ページ参照 

5シンガまねらない。 

のコンセン IH こ、プラブがきちんとさしこまれていない巧、つなぎ方がまち巧っている。 
◎巧まじ、糸やごみ巧たまっている。（このとき、 S シンのをを装置ガはたらいて、モー 
ターを自動停止します。） 

◎スー h ボタシホール耀いガあわったとき、液晶表术板にが表术されし 
いる。 

6ぺージ参照 

孤、87ページ参照 

45ページ参照 

沒樣ガ整わない。 

①送り調節ねじが合っていない。 

◎巧に巧して送りが含っていないため、模様ガ整わない。 

◎巧に巧して送りが合っていないため、文亨-数ま巧整のない。 

留)指定の押えを使巧していない。 

84、班ページ参照 
84、敞ページ参照 
班ページ参照 
21、のページ參照 

ポタン巧ガガ〇ガラま 
<い力、ない。 

①巧に対して、縫い吕①あらさガ合っていない。 

©左とろの縫い目のあらさガ合っていない。 

這)陣縮性のある巧のとき、■{申びじ<い脑化を使っていない。 

④指をされた巧えを使巧していない。 

赁)ボタン巧ガガりの還が（スー S 、 またはマニュアル）がまちガっている。 

/|6ページ参照 
糾ページ参照 

44ページ寒照 
44、49パージ参照 
44、4日ぺージ参照 


模様が爱ベない。 


①下糸巻きの状態のままじなつている。（蠻告ブザーが鳴る。） 

◎記億できる限度を超えて、模様を紀憶ちせている。 

赁)ブ□ブラム中に記憶できない模様を違んでいる。（普告ブヴーガ鳴る。） 


10ページ参照 
34ぺージ参照 
34ページ参照 


























お客様相談 コーナ 


★ジヤノ义5シンで I まを国抓0余の直営巧去で万全のタフターサービ 
スをしております。このまびきじ書かれている方法で直らないと 
きは、最寄りの支店へご連経ください。 

★お問合わせの際は、このずびきをお読みじなりなヴらお電話<だ 
さると保員もが障の原因や個所ガわ方って便利です。 


★お電話いただければ謂整係がおラ巧ガいします巧ら、脚要た(上じ 
ろ解などなさらないで<ださい。 

★ アフターサービス じついて、ご相談、ご要望がございましたら、 
本なお客様相談室または、下記の巧表支店へ何なりとお申しつけ 
<ださい。 


本な•お客様相談室巧 03 ( 277)2200 
干104東京都中央区京橋3 -1-1 


化幌支店 巧011(261 )5671 

〒〇郎札暢巿中巧区南二条西2 -11 

仙台支店 巧0222 (21)3591 

干980 仙台帝国ろ巧 3-5-32 

新瀉ま巧 巧0252 (41)8661 

干950 新瀉市素大通り 2 — 4—13 

東京支店 巧03 (277) 2488 

干104 東を報中巧区京橋3 — 1 - 1 

大きま店 巧。 486(41 )2975 

干330 大宮市下助 1—6 

干葉支店 泣0472 (22)51 21 

千2孤モ葉巿富王見巧1 —14 一 11 

横浜支店 S 045 C 251 )8523 

干231 横お市中区長者町5 — 71 


召古置ち店 巧052 (733)5 116 

千464 名古屋巿干種区巧山3 —33-14 

乂阪支店 巧06 (213) 1635 

干542 大阪巿南区兰津苦巧20 

尼崎ま店 巧06 (481)21 93 

干660 尼崎巧東難渡日— 7 - 20 

広島支店 巧 082(228)51 81 

〒7孤広島市中区臟巧化 -9 

高松ち店 巧0878 (31)1 721 

干760 高松市瓦巧2 -10—14 

福岡天神ち店 ©092(712)0721 

干81日福岡巿中央区天神3 -4-10 

鹿巧島茄 な 0992 (25)2200 

干892 鹿巧島巿山を□巧1一1 


上記の電話番号およびを巧は、都合じより変雷することガありますのでご了承<ださし、 
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